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衆
議
院
議
員
北
川
れ
ん
子
君
提
出
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
に
お
け
る
退
去
強
制
手
続
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
六
月
二
十
七
日
現
在
の
入
国
者
収
容
所
及
び
収
容
場
ご
と
の
被
収
容
者
の
国
籍
・
地
域
別
人
数
及
び
収
容
期

間
別
人
数
は
、
別
表
一
及
び
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
札
幌
入
国
管
理
局
、
広
島
入
国
管
理
局
下
関
出
張
所
、
高
松
入
国
管
理
局
、
福
岡
入
国
管
理
局
那
覇
支
局
及
び
福

岡
入
国
管
理
局
鹿
児
島
出
張
所
に
お
い
て
は
、
同
日
現
在
の
被
収
容
者
は
無
い
。

二
に
つ
い
て

市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
規
約
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八

条
�
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
人
権
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
我
が
国
の
第
四
回
政
府
報
告
を
検
討
し
て

千
九
百
九
十
八
年
（
平
成
十
年
）
十
一
月
五
日
に
採
択
し
た
最
終
見
解
（
以
下
「
最
終
見
解
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
パ
ラ

グ
ラ
フ
十
九
に
お
い
て
、
「
委
員
会
は
、
収
容
の
厳
し
い
条
件
、
手
錠
の
使
用
及
び
隔
離
室
で
の
収
容
を
含
む
、
出
入
国
管

理
手
続
中
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
対
す
る
暴
力
及
び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
申
立
て
に
つ
い
て
懸
念

一



を
有
す
る
。
入
国
者
収
容
所
の
被
収
容
者
は
、
六
か
月
間
ま
で
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
事
例
に
お
い
て
は
二
年
間
も
そ
こ
に

収
容
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
委
員
会
は
、
締
約
国
が
収
容
所
の
状
況
に
つ
い
て
再
調
査
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
そ
の
状

況
を
規
約
第
七
条
及
び
第
九
条
に
合
致
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
採
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。
」
と
述
べ
、
御
指
摘
の
よ
う
に

「
行
政
手
続
に
よ
る
長
期
の
収
容
が
自
由
権
規
約
に
反
す
る
」
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
政
府
と
し
て
は
、
収
容
が
長
期
に
わ

た
る
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
規
約
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
入
国
管
理
局
に
お
い
て
は
、
退
去

強
制
手
続
に
よ
っ
て
収
容
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
収
容
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
そ
の
者
の
年
齢
及
び
健
康
状
態
等
に

か
ん
が
み
、
身
体
の
拘
束
を
解
く
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
仮
放
免
制
度
を
弾
力
的
に
運
用
す
る
な
ど
し
て
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
終
見
解
に
は
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
退
去
強
制
手
続
に
お
い
て
全
件
収
容
主
義
が
自
由
権
規
約
に
反
す
る
と
い

う
指
摘
」
は
存
在
し
な
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
各
収
容
施
設
に
お
け
る
被
収
容
者
の
運
動
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政

令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一
条
の
七
第
六
項
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
被
収
容
者
処
遇
規
則

二



（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
九
号
。
以
下
「
処
遇
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
に
、
「
所
長
等
は
、
被
収
容
者

に
毎
日
戸
外
の
適
当
な
場
所
で
運
動
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
荒
天
の
と
き
又
は
収
容
所
等
の
保

安
上
若
し
く
は
衛
生
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
収
容
所
等

の
所
長
等
は
、
保
安
上
の
支
障
か
ら
毎
日
戸
外
の
適
当
な
場
所
で
運
動
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、

被
収
容
者
に
対
し
極
力
運
動
の
機
会
を
与
え
る
配
慮
を
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
入
国
者
収
容
所
に
お
い
て
は
、
戸
外
の
運
動
場
に
お
い
て
、
一
週
間
に
三
回
か
ら
五
回
程
度
、
一
回
当
た

り
三
十
分
間
か
ら
四
十
分
間
程
度
の
運
動
の
機
会
を
与
え
て
い
る
ほ
か
、
一
週
間
に
二
回
か
ら
七
回
程
度
、
時
間
と
行
動
区

域
を
限
定
し
て
居
室
か
ら
出
る
こ
と
を
認
め
、
施
設
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
他
の
居
室
の
者
と
卓
球
な
ど
の
軽
い
運
動
を
す

る
な
ど
の
機
会
を
与
え
る
い
わ
ゆ
る
開
放
処
遇
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
入
国
管
理
局
に
お
い
て
は
、
構
造
上
戸
外

の
運
動
場
が
な
い
施
設
を
除
き
、
一
週
間
に
二
回
か
ら
五
回
程
度
、
一
回
当
た
り
十
五
分
間
か
ら
三
十
分
間
程
度
の
運
動
の

機
会
を
与
え
て
お
り
、
構
造
上
戸
外
の
運
動
場
が
な
い
施
設
で
は
、
早
期
に
退
去
強
制
で
き
る
見
込
み
が
な
い
者
に
つ
い
て
、

極
力
入
国
者
収
容
所
に
移
し
て
運
動
の
機
会
を
与
え
る
配
慮
を
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

三



お
尋
ね
の
入
浴
に
つ
い
て
は
、
処
遇
規
則
第
二
十
九
条
に
、
「
所
長
等
は
、
被
収
容
者
の
衛
生
に
留
意
し
、
適
宜
入
浴
さ

せ
る
ほ
か
、
清
掃
及
び
消
毒
を
励
行
し
、
食
器
及
び
寝
具
等
に
つ
い
て
も
充
分
清
潔
を
保
持
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
き
、
各
収
容
施
設
に
お
い
て
、
一
週
間
に
二
回
以
上
入
浴
す
る
機
会
を
与
え

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
一
人
一
回
当
た
り
の
入
浴
時
間
は
十
分
間
か
ら
二
十
分
間
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
処
遇
規
則
第
四
十

条
の
二
第
一
項
に
は
、
「
所
長
等
は
、
女
子
の
被
収
容
者
の
身
体
及
び
衣
類
の
検
査
並
び
に
入
浴
の
立
会
は
、
女
子
の
入
国

警
備
官
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
女
子
の
入
国
警
備
官
が
不
在
の
場
合
は
、
入
国
警
備
官
以
外
の
女
子
の

職
員
を
指
名
し
て
、
そ
の
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
項
に
基
づ
き
、
女
子
の

被
収
容
者
の
入
浴
の
立
会
に
つ
い
て
は
、
女
子
の
入
国
警
備
官
等
が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
男
子
の
被
収
容
者
の
入
浴
の
立

会
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
は
な
い
も
の
の
、
男
子
の
入
国
警
備
官
が
行
っ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
り
病
又
は
負
傷
し
た
被
収
容
者
に
対
し
て
医
師
に
よ
る
必
要
な
診
療
を
受
け
る
こ
と
を
保

障
す
る
こ
と
は
収
容
施
設
の
長
と
し
て
の
当
然
の
責
務
で
あ
り
、
処
遇
規
則
第
三
十
条
第
一
項
に
も
「
所
長
等
は
、
被
収
容

者
が
り
病
し
、
又
は
負
傷
し
た
と
き
は
、
医
師
の
診
療
を
受
け
さ
せ
、
病
状
に
よ
り
適
当
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

四



い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
医
師
が
常
駐
し
て
い
な
い
収
容
施
設
に
お
い
て
は
、
り
病
又
は
負
傷
し
た
被
収

容
者
を
必
要
に
応
じ
て
外
部
の
医
療
施
設
に
連
れ
て
行
く
な
ど
し
て
診
療
を
受
け
さ
せ
、
医
師
が
常
駐
し
て
い
る
収
容
施
設

に
お
い
て
も
、
当
該
医
師
の
専
門
又
は
設
備
等
の
制
約
に
よ
り
、
当
該
医
師
又
は
施
設
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
疾
病

等
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
外
部
の
医
療
施
設
に
連
れ
て
行
く
な
ど
し
て
専
門
医
に
よ
る
診
療
を
受
け
さ
せ
て
お
り
、
費
用
は

国
が
負
担
し
て
い
る
。

ま
た
、
被
収
容
者
が
収
容
施
設
の
提
供
す
る
診
療
で
は
十
分
で
は
な
い
と
し
て
自
費
で
外
部
の
医
師
に
よ
る
診
療
を
求
め

る
場
合
に
は
、
所
長
等
は
、
収
容
施
設
に
常
駐
す
る
医
師
等
の
助
言
及
び
指
導
を
受
け
て
、
そ
の
必
要
が
あ
れ
ば
処
遇
規
則

第
四
十
条
に
基
づ
き
入
国
警
備
官
の
看
守
の
下
に
外
出
を
許
可
し
、
専
門
医
の
診
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

法
務
大
臣
が
入
管
法
第
五
十
条
第
一
項
に
基
づ
き
在
留
を
特
別
に
許
可
し
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
許
可
の
事
由
に
基
づ
く

分
類
は
行
っ
て
い
な
い
が
、平
成
三
年
か
ら
平
成
十
二
年
ま
で
の
各
年
の
在
留
資
格
別
の
件
数
は
別
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
再
上
陸
拒
否
期
間
に
つ
い
て
定
め
た
入
管
法
第
五
条
第
九
項
は
『
両
親
に
付
き
従
っ
て
』
な
ど
本
人
の
意
思

五



と
関
わ
り
な
く
本
邦
に
不
法
入
国
・
不
法
上
陸
・
不
法
滞
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
上
陸
拒
否
期
間
に
つ
い
て
規
定
し
た
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
九
号
は
、
同
号
所
定
の
事
由
に
該
当
す
る
者
で
あ
れ
ば
、

未
成
年
者
で
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ
る
。

八
に
つ
い
て

被
収
容
者
が
成
年
で
あ
る
と
未
成
年
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
収
容
令
書
又
は
退
去
強
制
令
書
に
よ
っ
て
収
容
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
入
管
法
第
四
十
一
条
第
二
項
、
第
五
十
二
条
第
五
項
及
び
第
五
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
入
国
者
収
容
所
、
収
容
場
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
主
任
審
査
官
が
指
定
す
る
場
所
と
し
て
、
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
に
よ
る
収
容
令
書
又
は
退
去
強
制
令
書
に
よ
っ
て
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
（
昭
和
二
十

八
年
法
務
省
告
示
第
三
百
六
十
八
号
）
に
よ
り
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
に
い
う
病
院
、
診
療
所
又
は

助
産
所
、
検
疫
所
、
警
察
署
及
び
収
容
さ
れ
る
者
が
乗
っ
て
き
た
船
舶
等
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
三
年
六
月
二
十
七
日
現

在
、
入
国
者
収
容
所
又
は
収
容
場
以
外
に
未
成
年
者
を
収
容
し
て
い
る
場
所
は
な
い
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
各
収
容
施
設
に
お
け
る
被
収
容
者
か
ら
の
通
信
希
望
に
つ
い
て
、
平
成
三
年
か
ら
平
成
十
二
年
ま
で
の
各
年
の

六



収
容
施
設
ご
と
の
通
信
（
通
信
文
）
・
通
話
（
電
話
）
別
の
取
扱
件
数
（
被
収
容
者
に
よ
る
通
信
文
又
は
電
話
の
発
信
申
出

を
取
り
扱
っ
た
件
数
及
び
外
部
か
ら
被
収
容
者
へ
の
通
信
文
を
取
り
扱
っ
た
件
数
）
、
実
行
件
数
（
被
収
容
者
が
実
際
に
通

信
文
の
発
受
又
は
通
話
を
行
っ
た
件
数
）
及
び
非
実
行
件
数
（
被
収
容
者
が
通
信
文
若
し
く
は
電
話
の
発
信
申
出
を
取
り
下

げ
又
は
所
長
等
が
通
信
文
を
領
置
し
若
し
く
は
電
話
の
発
信
を
許
可
し
な
か
っ
た
件
数
）
は
、
別
表
四
の
と
お
り
で
あ
る
。

被
収
容
者
に
よ
る
通
信
文
又
は
電
話
の
発
信
申
出
に
つ
い
て
は
そ
の
理
由
を
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
な
い
の
で
、
お
尋
ね

の
「
申
請
の
理
由
」
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

一
◯
に
つ
い
て

被
収
容
者
か
ら
民
事
訴
訟
又
は
行
政
訴
訟
の
裁
判
出
廷
の
た
め
の
外
出
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
入
国
者
収
容
所
長
又
は

地
方
入
国
管
理
局
長
が
処
遇
規
則
第
四
十
条
第
一
項
に
従
い
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
民
事
訴
訟
又
は
行
政
訴
訟
に

お
い
て
は
、
訴
訟
代
理
人
に
よ
っ
て
訴
訟
を
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
訴
訟
中
の
す
べ
て
の
被
収
容
者
に
対
し

裁
判
に
出
廷
す
る
た
め
の
外
出
を
認
め
た
場
合
に
は
、
処
遇
規
則
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
看
守
の
た
め
に
入
国
警

備
官
を
配
置
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
入
国
警
備
官
の
人
数
と
の
関
係
上
、
公
務
の
遂
行
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
般
的
に
は
こ
れ
を
許
可
し
て
い
な
い
。

七



も
っ
と
も
、
被
収
容
者
に
対
し
て
退
去
強
制
令
書
が
発
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
入
管
法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
速
や
か
に
送
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
送
還
実
施
ま
で
の
間
に
裁
判
所
が
被
収
容
者
の
収
容
さ

れ
て
い
る
施
設
に
お
い
て
期
日
外
尋
問
を
行
う
決
定
を
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
期
日
外
尋
問
の
終
了
ま
で
送
還
を
見

合
わ
せ
る
こ
と
と
し
て
被
収
容
者
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
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